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                           Summary 
  The medical treatment called the alternative medicine or complementary and an Integrated medicine 
is wide and it is said in recent years. It is assumed, "All of the medicine and the Medical treatment except 
Western medicine that is taught in University Department of Medicine, and done in a general hospital" 
with the alternative medicine. For instance, I want to examine whether integrated treatment that brings 
these Alternative medicine and Western medicine treatment together can be done in our country in the 
document about the strategy though there are Acupuncture & Moxibustion therapy, a Chinese medicine, 
Supplement, Herb treatment, Ayulbadar, Yoga, Cairopractic, a Shiatsu and a Massage. Aromatherapy, 
Homeopathy, Reflexology, a Tradition medicine, and a Folk remedy etc, and the Therapeutic gain is raised 
by each method. It is necessary to build a Central hospital that integrated them according to various 
places by the method of doing in China, to gather the expert in each treatment field, to make a best 
treatment Method concept for the patient consulting, to do the system making to which it can treatment 
equally immediately by all those who treat, and to practice the strategy immediately. 
 
Ⅰ.統合医療とは 
これまで医療の現場では西洋医学を中心とした治
療が行なわれてきた。しかし、近年になって、西洋
医学以外の代替医療の重要性へ目が向けられている。
西洋医学に加えて、伝統医療や代替医療などを効果
的に組み合わせた医療体系を統合医療といっている。
患者にとって最良の医療を分野の区別無く行なうこ
とを目的にしており、統合医療の考え方が最初に提
唱されたのはアメリカであった。アメリカでは１９
９２年国立衛生研究所に代替医療調査室が設置され
て以来、代替医療の研究が進められている。代替医
療とは鍼灸 1）、2）、3）、4）、5）、6）、7）、8）をは
じめ、アーユルベーダーや漢方 9）、10）、11）、12）
など、サプリメント（栄養補助食品）13）、14）、15）、
16）による栄養療法やハーブ療法 17）、18）、19）、
20）、21）、22）、23）、インドの伝統医学であるアー
ユルベーダー24）、25）、26）、27）やヨーガ 28）、
29）、30）、31）、32）、33）、34）、カイロプラクテイ
ック（脊髄調整療法）35）、36）、37）、指圧やマッ
サージ 38）、39）、40）、41）、42）、アロマセラピー
43）、ホメオパシー（同種医療）、44）、45）、リフレ
クソロジー16）、17）、48）、49）、50）、51）、52）、
ならびに伝統医学 53）、54）、民間療法 55）、代替医
療に含まれ、世界に１００００種類ほどあるといわ
れている。 
 アメリカではすでに代替医療が定着しつつあり、
現在アメリカ人の 45％が、何らかの代替医療によっ
て治療を受けていることが明らかになっている。 
 西洋医学の技術は長年の研究によって目覚しく進
歩し、病気の診断や救急医療など、あらゆるシステ
ムや手術によって高度な治療を行なってきた。しか
し、技術が進歩しても、西洋医学では解明が難しく
病気も多くあり、生活習慣病や、慢性疾患、または
不眠症、うつ病、頭痛などの不定愁訴などがそれに
あたる。西洋医学の進歩が限界ならば、別な療法で
病気の治癒を試みようという考えから、代替医療を
取り入れた統合医療の導入が急がれている。また、
近年医療を取り巻く問題は、国民医療費の高騰や少
子高齢化など、様々な問題を抱えている。そのため
統合医療は人々の健康維持のためではなく、医療に
おける様々な問題を解決する手段としても期待され
ている。 
 
Ⅱ.統合医療のわが国の現状 
 これまで日本では西洋医学を中心とした医療が行
なわれてきたが、しかし、近年、西洋医学に代替医
療を取り入れた統合医療が注目されてきている。今、
医療現場において統合医療が注目されている。統合
医療とはこれまでの西洋医学の医療に、相補・代替
医療を組み合わせた医療であった。代替医療とは西
洋医学の領域に属さない療法を総称したもので、未
だ、明らかになっていない分野の多い医療である。
欧米では国をあげて代替医療の研究を進めており、
サプリメント療法やハーブ療法などの代替医療が国
民に定着しつつある。このような欧米の流れを受け、
日本でも近年代替医療への関心が高まっており、日
本では明治以降、西洋医学にもとづく、治療が中心
に行なわれてきた。西洋医学は東洋医学などの伝統
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医療に比べて歴史が浅く、解剖学や生理学を基本に
病気に効果的で、治療に即効性がある点で優れてお
り、また、科学的根拠に基づいているため、ある程
度確実な効果が期待できる。今や日本は長寿大国と
なったが、それまでに西洋医学は不可欠な要素であ
ったといえる。日本における医療の技術はめざまし
い進歩を遂げたが、未だ西洋医学では解決できない
問題が多くある。それを補う可能性を持っているの
が代替医療である。 
西洋医学が薬剤や手術によって病気の原因を除去
するのに対し、代替医療の多くは自然治癒力を高め
たり、生活習慣の改善、病気の予防などを行なうこ
とに主眼がある。代替医療の中には、がんやエイズ、
その他の難病に効果があるものもある。日本ではま
だなじみの薄い代替医療であるが、アメリカでは急
速に発展している医療分野である。代替医療の範囲
は前述のごとく、広く、漢方、鍼、灸、アーユルベ
ーダー、食事療法、心理療法などの認められている
ものだけでも１００種類ほどあるといわれている。
世界的に見れば代替医療による治療を行なっている
国は多く、西洋医療を行なう国は少数と言うのが実
態であり、近年日本では代替医療への関心が高まっ
ている。１９９８年には第１回日本代替医療学会が
開催された。また、代替医療関係者の終結した代替・
相補・伝統医療連合会が発足し、新しい代替医療の
確立に向けて取り組んでいる。また、代替医療の研
究において、日本は欧米と比較し大幅な遅れをとっ
ている。今後日本でも代替医療の研究が進み、統合
医療が進み、統合医療の現場で秘匿浸透し、今後、
両者が効果的に組み合わされ、統合医療が社会に浸
透し、多くの病気を解決することが期待される。 
 しかし、西洋医学は薬剤や手術、放射線など非日
常的な方法によって病気の原因をとり除く治療であ
るため、薬剤の副作用、手術の後遺症、医療費の増
大などの問題がある。また、最近では医療訴訟やト
ラブルが多いのも問題となっている。今日では代替
医療ばかりが注目され、西洋医学に否定的な見方が
広がっているが、西洋医学なくして現在の医療の現
場は成り立たないのが現実である。統合医療で大事
なことは、西洋医学と代替医療を区別することなく、
全ての手段が治療や健康増進の選択肢となることで
ある。 
 また、この統合医療は動物実験によっても解明さ
れつつあり、下支えになっていることは疑いない。 
 
Ⅲ.統合医療の歴史 
 近年、日本では西洋医学と代替医療を組み合わせ
た統合医療が注目を集めている。統合医療の歴史は
アメリカの医学、アンドリュウ・ワイル教授によっ
て提唱されたことから始まった。ワイル氏は伝統医
療や薬用植物などの研究を通じてもともと人が持っ
ている自然治癒力を最大限引き出すための医療が必
要だと考えた。 
 アメリカでは１９９０年になると様々な代替医療
が注目を浴び、公的機関による研究、調査が活発に
行なわれるようになった。１９９２年には世界的な
医学研究施設である米国国立研究所の中に代替医療
事務局が設立され、今日も代替医療の研究が行なわ
れている。 
現在ではハーバード大学を初めとするアメリカの
医療系の大学の多くでは、統合医療の考え方を取り
入れ、また、アメリカ人の医療系大学多くでは統合
医療の考え方を取り入れ、また、アメリカ人の半数
近くの人が統合医療によって治療を受けているなど、
国民にも統合医療の考え方が浸透している。 
日本の治療は、明治維新以前では漢方や鍼灸など
の治療は医療とは別々なものとして存続し、西洋医
学の医師と、伝統医療の医師は全く別な現場で医療
を行なっている。しかし、アメリカの流れを受けて、
近年、日本でも統合医療が重視されるようになり、
鍼灸師や漢方医、カイロプラクターなどの代替医療
などの専門家を配置している病院が増えている。 
 
Ⅳ.わが国における統合医療の実際 
 
1）栄養療法 
 近年、日本では西洋医療に代替医療を取り入れた
統合医療が注目を集めている。代替医療には多くの
種類があるが、栄養療法もその一つである。栄養療
法とは患者の栄養状態を改善することによって、病
気の治療や予防を行なう治療である。不足している
栄養素を補給し、病状によっては制限することで、
内蔵や血液の働きを改善する。そして細胞に必要な
栄養素を送り込み、人間が本来持っている自然治癒
力を高める。栄養療法では、食事を管によって腸か
ら栄養を入れる。「経腸栄養法」と点適などによる「静
脈栄養法」によって栄養が補給される。これまでの
医療の中心となっていた西洋医学では、薬剤や手術
によって病気の原因を除去する方法が行なわれてき
た。しかし、薬剤や手術は副作用や体への負担が心
配され、人間の体の不調に西洋医療で解決できない
問題が多いことなどから、栄養療法を初めとした代
替療法へ関心が高まってきた。人間は栄養が不足す
るとお腹がすくだけでなく、様々な病気を引き起こ
すことになる。体を作る最も基本的な栄養素を最適
な状態に整えることは、病気の治療や予防にとって
重要なことになる。 
現在中高年に多い糖尿病や高脂血症などの食習慣
病は、栄養療法を取り入れることで薬剤の効果を高
める。また近年増加しているメタボリックシンドロ
ームは、早い段階で栄養療法を行うことで病気のリ
スクを減らすことができる。栄養療法は統合治療の
進んでいるアメリカでは、難病の治療として既に効
果をあげている。しかし、日本ではまだ保険が適用
されておらず、普及していないのが現状である。 
2）フコイダン 
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近年、がん治療ではフコイダンを利用した統合医
療が注目されている。フコイダンとはコンブ、ワカ
メ、モズクなどの海藻類に含まれている硫酸化多糖
類で、ヌルヌルした成分のことで、フコイダンの主
な作用は抗腫瘍作用、コレステロール低下作用、血
液凝固阻止作用、胃潰瘍治癒促進作用、肝機能向上
作用、抗ウィルス作用、抗アレルギー作用、抗糖尿
病作用などがある。がんだけでなく、糖尿病、胃潰
瘍、ヘルペス、高血圧、慢性肝炎、アトピー性皮膚
炎などの多くの現代病の治療に役立つ優れた成分で
ある。フコイダンには、アポトーシス作用、血液新
生抑制作用、免疫力強化作用によってがんを抑える
作用が明らかになっている。アポートシスとは古い
細胞が自然死する正常な代謝のことであるが、フコ
イダンのアポトーシス作用はがん細胞だけに直接働
き、がん細胞が死滅するように導く。血液新生抑制
作用はがん細胞が勝手に血液を作り、がん細胞に溜
め込むのを抑制する作用がある。 
 また、がんの進行を遅らせ、治療の可能性を高め
る効果がある。免疫強化作用とは患者の免疫力を維
持し、さらに向上させる作用で、フコイダンをがん
治療に取り入れることによって直接がん細胞を抑え
ると同時に、抗がん剤や放射線療法の副作用が軽く
なり、体調や食欲を保ちながら、つらい化学療法を
乗り越えられる可能性が高まることが分かっている。      
フコイダンのがん治療効果には、医学的なメカニズ
ムはまだ解明されていないものも多く、現在も研究
が進められている。フコイダンは現在体内に吸収さ
れやすい低分子化処理する研究が進み、飲み薬など
によって治療に使用されている。今後さらに研究が
進み、フコイダンを利用した統合医療が多くの人の
健康維持に役立つことが期待されている。 
3）サプリメント 
 近年増加している生活習慣病など慢性病の治療で
は、西洋医療以外に代替医療を取りいれた統合医療
が注目を集めている。代替医療の研究が進んでいる
欧米では既に統合医療を取り入れた治療で多くの人
が病気を改善している。アメリカで行われる代替医
療の中で、最も利用の多いものにサプリメント療法
があげられる。今日、サプリメントは日本でも普及
しているが、サプリメントの必要性が高まった背景
には、食材自体の栄養が昔より減っていることが考
えられる。たとえば人参に含まれるカロテンの量は
５０年前の８分の１から２０分の１にまで減ってお
り、５０年前と同じ栄養量を摂りたいと考えれば、
人参を８本から２０本食べなければいけないことに
なっている。特に現代はビタミンやミネラルなどの
栄養素の不足が健康上の問題となっている。栄養の
偏りや不足によって引き起こされる病気は多くある。  
食事だけで栄養バランスを調整できればよいが、そ
れは実際には困難なことである。サプリメントを上
手に活用することで簡単に足りない栄養を補うこと
ができ、病気の予防や治癒、改善効果が期待できる。
最近の日本の治療でも、がんにはフコイダン、骨粗
しょう症にはカルシウムとビタミン D、更年期障害に
はイソフラボンなどのサプリメントが利用されてい
る。サプリメントは薬局などでも市販され、手軽で
効率よく栄養を摂ることができる優れたものである
が、病気になったからといってすぐサプリメントに
頼るのではなく、運動習慣やストレス改善の努力を
することも重要である。 
4）免疫療法 
 現在がんの統合医療は、免疫療法が多く取り入れ
られている。免疫とは人間がもともと備え持ってい
る、異物に対する体の防御機構であり、免疫力を強
化することによって病原を排除し、健康な体に戻す
治療を免疫療法という。がんをはじめとするさまざ
まな病気は、免疫力の低下が大きな原因となってい
る。免疫力は白血球と深い関係があり、白血球は体
内で有害物質や悪い細胞、細菌やウィルスを排除す
る重要な役割がある。免疫療法は白血球を活性化し、
病気の原因となる悪い細胞やウィルスを排除する治
療である。免疫療法には、健康食品、免疫賦活剤、
サイトカイン療法、ワクチン療法、心理療法、活性
化自己リンパ球療法などいろいろな方法があり、単
独で実施される場合と、他の現代医療と併せて実施
される場合がある。免疫療法は現在も研究が進めら
れ、新たな方法が開発されている。これまでの西洋
医学による治療では薬剤が多く使われてきたが、薬
剤には少なからず副作用があり、患者にとって肉体
的な苦痛を伴う治療でもある。免疫療法は副作用が
少なく、苦痛の少ない治療と言える。手術や放射線、
薬剤によるがん治療で効果があがらなかった人で、
免疫療法で改善する例が多く見られる。また、免疫
療法はがん治療だけではなく、リウマチや生活習慣
病などの改善効果も注目されている。統合医療の必
要性が高まる現在、体の基本的な機能に着目した免
疫療法は、今後の医療において重要な役割を担うも
のと考えられている。 
5）ホリスティック医療 
 ホリスティック医療とは、人間の体や心、環境な
どを総合的に診断し治療する医療を意味している。
近年、統合医療の重要性が高まる中、代替医療に加
え、ホリスティック医療が注目を集めている。ホリ
スティックという言葉はギリシャ語で「全体」を意
味しており、代替医療は病に対して施される西洋医
学以外のさまざまな医療のことを指しているが、ホ
リスティック医療は人生や命、生きることなどに対
して施される医療を指している。ホリスティック医
療において大切なことは、人間がもともと備え持っ
ている自然治癒力を高め、増強するための治療であ
る。 
 そのために病気を治すのは医師ではなく患者本人
であること、そして患者自身が生活習慣や環境を改
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善する「自己療法」を基本としている。具体的には
西洋医学の良い面と、東洋医学や自然療法などの代
替医療を統合し、最も適切な治療を行っており、ま
た病気や死に否定的な捉らえ方をせず、病気や死の
深い意味を考えながら、奥深い人生を送ることを目
指す医療でもある。統合医療が浸透していない日本
では、まだ統合医療とホリスティック医療の違いが
理解されていないのが実態である。ホリスティック
医療は精神疾患、がんなどの生活習慣病、アトピー、
膠原病などこれまでの西洋医学では解決が難しい病
気の治療で必要性が高まっている。高齢化社会が進
み、生活習慣病が増加する現代、医療に対する人々
の考えも多様化している。統合医療と同様にホリス
ティック医療は、今後日本の医療の中心となるべき
医療として注目されている。 
6）ハーブ療法 
 統合医療の重要性が高まっている今日、西洋医学
以外の代替医療が注目を集めている。代替医療には
さまざまな種類がありますが、代表的なものにハー
ブ療法がある。ハーブ療法は世界でも古くから行わ
れてきた薬用植物を用いた民間療法であり、日本で
も漢方や民間薬として、昔から東洋ハーブを医療に
取り入れてきた。西洋医学が発達した今日でも、や
けどにはアロエ、風邪には「しょうが」と言ったよ
うに、私たちの生活の中にハーブ療法は浸透してい
る。ハーブは体に負担をかけず、ゆっくり体の免疫
力や自然治癒力を引き出すことにあり、ハーブの種
類によって効能もさまざまであるが、多くのハーブ
は抗酸化作用、抗ストレス作用に優れている。日本
ではこれまで西洋医療が中心に行われてきたが、薬
剤多用の弊害、医療費の高騰が近年社会問題となっ
ている。また高齢化社会が進み、生活習慣病やメタ
ボリックシンドロームが増加し、人々は健康への関
心が高まっている。そのような状況下で、体にやさ
しいハーブ療法は日本でも少しずつ浸透し始めてい
る。日本に先駆けて代替医療の研究を進めていたア
メリカでは、ハーブを用いたハーブサプリメントや
健康食品などは人気が高く、ハーブの健康食品市場
は５０億円と言われている。現在ハーブ療法は西洋
医学の観点からも研究が進められ、代替療法の中で
は数少ない科学的な根拠のある療法として関心が高
まっている。今後日本の医療の現場では、これまで
の西洋医学にハーブ療法などの代替医療が取り入れ
られた統合医療によって、健康増進や病気の治癒に
効果的な医療が行われることが求められている。 
7）鍼治療 
  近年注目されている代替医療の中に「鍼治療」が
ある。鍼は本来中国医学の一つであるが、最近では
アメリカで大きなブームを起こしている。針治療は
鍼の刺激によって体が備え持っている力を引き出す
治療方法である。 
 自然治癒力を高め免疫機能を整える作用や、抗炎
症作用、鎮痛効果を高める作用があり、西洋医学の
補助的な療法としてさまざまな病気の治療に取り入
れられている。アメリカの食品医薬品局 FDA は、当
初鍼治療を国の医療として認めていなかったが、そ
れは科学的な解明がされていないこと、鍼が体の神
経や血管を刺す危険性が理由であった。また鍼によ
る感染の問題も指摘されていた。今日では鍼灸学会
による働きかけによって問題は解決し、アメリカで
は重要な代替医療の一つと考えられている。またア
メリカで麻薬中毒の治療に利用されたことから、鍼
治療は世界中で行われるようになっている。 
ヨーロッパではホメオパシー治療、ハーブ治療と
並んで鍼治療は三大 CAM（相補・代替治療）と言われ
ている。鍼治療は腹痛、便秘などの消化器系の症状
から、精神疾患、目、耳、鼻、咽喉、呼吸系、婦人
科系など幅広い病気に効果がある。これまで日本の
医療の中心だった西洋医学では、薬や手術によって
病気の原因を除去する治療が行われていたが、しか
し現実は西洋医学では解決できない問題が多くあっ
た。そこで西洋医学に代わる医療として代替医療が
注目を浴び、西洋医療と代替医療を統合した統合医
療の必要性が高まっている。こうした時代の流れを
受け、日本でも針治療は統合医療の中の重要な医療
の一つとして定着することが期待されている。 
8）伝統医療 
近年医療の現場では統合医療の重要性が唱えられ
ている。統合医療は西洋医学と代替医療を統合した
医療のことである。代替医療は世界にも多くの種類
がありますが、その中に伝統医療と言われる分野が
あり、伝統医療にはさまざまな種類があり、代表的
なものに「中国医学」、中国医学を日本独自に変化
させた「漢方医学」、インドの医学「アーユルヴェ
ーダ」、他にも「自然療法」、「温泉療法」などが
ある。このような伝統医学は人間が本来備え持って
いる自然治癒力を高めることを基本としており、ま
た、近代の西洋医療が病気に対する治療を行うのに
対して、伝統医療は個人個人の症状にあわせた証治
療を行うことも大きな特徴である。伝統医療は西洋
医学に比べて歴史が古く、経験的な方法によって生
み出された医療であり、ほとんどのものは科学的な
解明がされていない。漢方薬や鍼など最近になり少
しずつ解明された医療もあるが、まだすべてが解明
されていないのが実態である。これまで先進国で中
心に行われてきた西洋医学は、病気の原因を徹底的
に解明し、投薬や手術などの科学的に実証された方
法（ＥＢＭ）で治療を行っている。さらに統計学的
に医学を分析し、治療効果を計るが、しかし、人間
の病気には統計学では計り知れない例外がある。伝
統医療は個人を重視する医療であり、西洋医学では
できなかった医療を行う。このような個人の医学が
見直され、西洋医学では解決できない問題を伝統医
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療に求める人が増加し、今日、伝統医療を取り入れ
た統合医療に関心が高まっている。 
9）ホメオパシー治療 
  日本のホメオパシー治療という言葉はまだ一般
的に知られていないが、近年統合医療の導入が急が
れる中、ホメオパシー治療が代替医療の一つとして
注目を集めている。ホメオパシー治療の起源は古代
ギリシャにまで遡るが、近代のホメオパシー治療は
今から約２００年前に、ドイツの医師であるサミュ
エル・ハーネマン氏によって始められた。ホメオパ
シーのホメオは「同じようなもの」、パシーは「病
気」という意味があり、ホメオパシー治療は「同種
療法」「類似療法」「同毒療法」とも呼ばれている。
この治療の内容は「症状を引き起こすものによって
症状を取り去る」という同種の法則を基本にしてい
る。アレルギーなどの原因になる物質を、成分がな
くなるほど薄めたものを体内に取り入れ、それに対
する体の免疫力をつけ病気を治すという体にやさ
しい治療である。ヨーロッパではホメオパシー治療
と鍼治療、ハーブ治療の三つが、相補・代替医療と
して基本的な治療法となっている。イギリスを始め、
ヨーロッパの多く国ではホメオパシー医が王室主
治医になっている。現代医学は近年著しい進歩をと
げたが、反面、現代医学で解明されない病気も多く
ある。かつては治療の原理が解明されず、近代医学
で否定されていたホメオパシー治療は、現代医学の
進歩により原理が少しずつ解明され、近代医学に代
わる代替治療として欧米を中心に再び脚光を浴び
ている。日本ではまだホメオパシー治療を行ってい
る人は極少数ですが、今後統合医療の重要な治療方
法の一つとして日本で定着することが期待されて
いる。 
10）温熱療法 
  最近では統合医療とともに代替医療が注目を集め
ているが、代替医療の代表的なものに温熱療法があ
ります。温熱療法とは体を温めることによって血液
の循環を促し、病気の回復能力を高める治療方法で
ある。人間の体は冷えると血液の循環が悪くなり、
さまざまな不調が現れる。肩こり、腰痛、頭痛、疲
れ、内蔵機能の低下、生理痛、生理不順などその症
状は人によって多様である。そういった不調は体を
温めることで症状の改善が期待できる。それは体を
温めることで血液の循環がよくなる他、神経がリラ
ックスして質のよい睡眠につながり、ストレスや疲
れを解消することができるからである。もともと温
熱療法はがん細胞が熱に弱いという性質に着目し、
がんの代替治療として開発された治療である。がん
の温熱療法には全身を温める全身温熱療法と、がん
細胞とその付近を温める局所温熱療法がある。現在
は局所温熱療法が一般的に行われている。最近では
日本の病院でも統合医療が重視され、温熱療法は放
射線治療や抗がん剤の効果を高める代替療法として、
他の治療と併行して行われている。がんと熱との関
連性は昔から知られており、１９６０年代に本格的
な研究が始まった。 
 未だ温熱療法は研究段階であり標準的治療ではあ
るが、治療の難しい局所進行がんや、再発がん治療
の選択肢の一つとして考えられるようになっている。   
近年、日本の多くの病院で温熱療法が導入され、保
険の適用ともなり、今後が期待されている治療方法
である。 
Ⅴ.アメリカにおける統合医療 
今日、アメリカでは医療費が世界一の金額となり、
医療費の増大が社会問題となっている。そして、そ
れまでの西洋医療に限界を唱える声や、代替医療の
治療費が比較的安価であることから、社会的に代替
医療を求める動きが始まった。現在アメリカで代替
医療を利用している人は国民の４５％に上り、医療
費は西洋医療による医療費を上回っている。また教
育レベルの高い人ほど、なんらかの代替医療を利用
していることも明らかになっている。代替医療を取
り入れた統合医療の考えはアメリカの医学教授、ア
ンドリュー・ワイル氏によって提唱されたことから
始まった。ワイル氏は伝統医療や薬用植物などの研
究を通じて、もともと人が持っている自然治癒力を
最大限引き出すための医療が必要だと考えた。アメ
リカでは１９９０年代になるとさまざまな代替医療
が注目を浴び、公的機関による研究、調査が活発に
行われるようになった。１９９２年には世界的な医
学研究施設である米国国立研究所の中に代替医療事
務局が設立され、今日も代替医療の研究が進められ
ており、ハーバード大学をはじめとするアメリカの
医療系の大学の多くでも統合医療の考え方を取り入
れた講義が行われ、統合医療の医師の育成に力を入
れている。アメリカでは代替医療は普及したが、西
洋医学と代替医療を取り入れた統合医療はまだ少な
いのが現状である。さまざまな医療のよい点を合わ
せた効果的な治療が行われるために、医学分野の垣
根を越えた医療の研究が進むことが求められている。    
日本でも近年、医療関連の記事などで統合医療とい
う言葉をよく見かけるようになった。現在医療の現
場では統合医療の必要性が高まっているが、統合医
療を日本の医療現場に広めたのは、現在、東京大学
名誉教授である渥美和彦氏によるものが大きいと考
えられる。渥美氏はもともと人工心臓やレーザー医
学などの西洋医学の分野では、日本の代表的な人物
の１人である。数々の医学学会で活躍し、医学賞を
受賞している国際的に名の知られた人物である。渥
美氏は代替医療という言葉ができる以前から、医師
として西洋医学以外の医療に関心を持ち、東洋医学
などの研究をしていた。代替医療や統合医療という
言葉が使われる以前には、「第三の医学」として統
合医療を提唱していた。渥美氏は西洋医学の権威者
でありながらも代替医療の必要性を説いていますが、
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それは医学の最先端で試行錯誤を繰り返してきた人
間であるからこそ、命のあるべき姿を痛感している
と考えられ、渥美氏の考えは多くの人に受け入れら
れている。今日では代替医療や統合医療の考えは医
療関係者に浸透し、統合医療を積極的に医療に取り
入れる動きが見られている。日本では医科大学にも
代替医療の講義が取り入れられ、医師の教育の場に
統合医療の考えが重視されている。また大学の付属
病院では統合医療による治療を取り入れる動きが見
られる。統合医療の一人者である渥美氏は、現在も
統合医療を日本に定着させるため、あらゆる分野へ
精力的に働きかけている。渥美氏の働きによって統
合医療は日本の医療に大きな変革期をもたらそうと
している。 
Ⅵ.東洋医学と漢方 
近年、医療の現場では統合医療の導入が始まりつ
つある。統合医療で取り入れられる代替医療で最も
よく知られているものは漢方である。漢方は古代中
国で始まった中国伝統医学で、日本に伝わった後に
日本独自の進化を遂げた伝統医療である。漢方薬に
よる治療だけではなく、鍼や灸なども含まれている。
中国から朝鮮半島を渡って日本へ伝わったのは６世
紀中頃と言われ、長い歴史を持っている。日本では
明治以降、西洋医学が医療の中心となったが、それ
までは漢方などの伝統医療を中心とした病気の治療
が行われていた。西洋医学が取り入れられると漢方
は次第に衰退し、公的な医学教育からも排除された。
その後は医療とは別のものとして存在し、現在も多
くの漢方の医師は西洋医療の医師とは別の場で治療
を行っている。近年になり漢方の需要が急速に高ま
り、医学部の講義に加えられるなど、再び医学教育
の場に漢方医学が取り入れられている。漢方は人が
もともと持っている自然治癒力を高め、身体のバラ
ンスを整えることで不調を改善することになる。そ
のため患者一人一人の病状や体質を診断し、それぞ
れに最適な治療を行う。漢方は西洋医学では解決が
難しいあらゆる病状に対処できることが認められ、
今日、多くの医師が漢方薬を診療に使用している。
最近では癌の治療においても西洋医学と漢方による
統合医療が行われている。特に高齢化やメタボリッ
クシンドロームが社会問題となっている日本では、
統合医療における漢方は重要な役割を果たす医療と
考えられている。 
Ⅶ. 統合医療と実際の病気 
がんは現在で世界的に最も多い病気の一つである。
がんの治療はこれまで現代医学による研究が進めら
れてきたが、未だ治療の難しい病気である。日本の
病院で一般的に行われているがん治療は大きく分け
て、手術、薬、放射線の３つである。これらの方法
はがん細胞を取り除くという西洋医学に基づいた治
療方法である。手術は体内のがん細胞を体から直接
切り取る確実な方法であるが、がん細胞を一つ残ら
ず切り取ることは難しく、再発の危険はなくならな
い。また患者の体へ大きな負担を与えることにもな
り、病気が回復しても身体的、精神的に大きな障害
を残すことにもなる。抗がん剤、放射線治療はがん
細胞に毒を与えて消滅させる方法であり、この方法
ではがん細胞以外の健康である細胞にも毒が及ぶ可
能性がある。健康な細胞に毒が及ぶことで、病状が
悪化する場合もあり、このようにがん細胞を取り除
く方法は、現代の医療では体への大きな負担が避け
られないのが実情である。 
近年がん治療において、これまでの西洋医学で不
十分な治療を、代替医療で補う統合医療の重要性が
唱えられるようになった。 
 長い歴史をもつ東洋医学をはじめ、食事療法や免
疫療法などの代替医療では、体がもつ自然治癒力や
免疫力を高めることを基本としている。がんを克服
するためには、がん細胞を取り除く西洋医学の治療
と、体の自然治癒力や免疫力を高める代替医療を組
み合わせることが大切だと考えられている。実際に
アメリカでは栄養療法や温熱療法、免疫療法などの
代替医療による治療が取り入れられ、がんの治癒や
病状改善効果を実証しており、また近年、うつ病は
日本人男性の１０人に１人、女性の５人に１人が人
生で一度は経験するといわれるほど多い病気となっ
ている。うつ病とは、何かの原因によって生きる意
欲を喪失し、憂うつ感や興味、関心が低下するなど
の精神的な症状や、人によっては食欲不振や不眠、
倦怠感などの身体的な症状が伴う病気である。 
 辛い症状のために自殺をする人もいるほど深刻な
病気で、かつてうつ病は「こころの病気」と捉えら
れていたが、最近では「脳の病気」として捉えられ
るようになり、脳で分泌される原因物質を抑えるこ
とで、症状を緩和する薬が治療で使用されている。
うつ病の人のうち、治療を受けている人はごく僅か
だといわれているが、今日では医学の進歩によりう
つ病は治療によって治る確率の高い病気となってい
る。これまでのうつ病の治療は近代の西洋医学が基
本で、精神科や心療内科において投薬中心の治療が
行われてきた。投薬中心の治療では、患者に憂うつ
症状があれば抗うつ剤、不眠の症状があれば睡眠薬、
不安があれば抗不安薬というように、患者が訴える
症状に応じて、薬の種類は増えて行くようになる。
このような対処療法は一時的に症状を緩和すること
はできるが、根本的な原因を取り除くことはできな
い。うつ病の原因には偏った食事や不規則な生活習
慣によって、脳に栄養不足が起きている場合が多く
ある。近年、注目されている代替治療では「なぜう
つ病になったか」という原因を追究し、治療してゆ
くようにしている。うつ病の治癒には病気の原因を
取り除くことが必要であり、そのためには代替医療
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と、必要に応じて西洋医学を取り入れた統合医療が
行われることが重要だと考えられている。 
Ⅷ.統合医療と医療費 
近年、日本では高齢化が進み、生活習慣病が増加
している。それに伴い医療費の増大が深刻な社会問
題になっている。厚労省によると現在のペースで少
子高齢化が進んだ場合、２０５０年には３人に 1 人
が６５歳以上になると予想されている。また、現在
の医療保険制度を持続してゆくと、国民医療費の総
額は２０２５年には約４９兆円となり、現在の１．
７倍にも膨れ上がることが予測される。これは現在
２０代から４０代の人が老人対象となるころに、国
民医療費が国家財源になることを意味している。急
速な高齢化の進展によって医療費は増大し、就労人
口の減少により納税は減少することから、このまま
では日本の医療費は深刻な財源不足になることは避
けられない。このような実態から、日本の医療制度
の見直しが急務であると思われる。今日、医療現場
においては統合医療が重視されている。このような
実態から、日本の医療制度の見直しが急務であると
思われる。今日、医療現場においては統合医療が重
視されている。統合医療とは今までの西洋医療に、
サプリメントや漢方などの代替医療とはこれまでの
西洋医療に、サプリメントや漢方などの代替医療を
効果的に取り入れる治療のことである。日本と同様
に医療費の増加が問題となっていたアメリカでは、
現在定着しつつある医療である。現在は医療におい
て治療に代わり予防の重要性が指摘されている。代
替医療の多くは体の自然治癒力を高めることによっ
て、病気の発生する前に予防することを基本として
いる。また、代替医療では治療に最先端の医療機器
を使用しないため、医療費の削減につながる。日本
では欧米に比べまだ統合医療は国民に浸透していな
いが、今後医療関係者によって積極的に統合医療が
取り入れられることが望まれる。 
 
Ⅸ.中国における統合医療の現状ならびに考察 
 国陝西省西安交通大学医学院動物実験センター主
任の劉 恩技教授から学術講演会を設営し、
2008.11.10.に西安交通大学医学院で倉林が「代替、
相補、統合医療としての鍼灸」と題して学術講演を
行ったことならびに西安交通大学医学院附属病院リ
ハビリセンター長の王 忠華教授 80）、81）ならび
に副センター長の王鎖良教授にセンターの見学をさ
せていただき、すでに統合医療システムで、患者の
診療を行なっており、実践していることに驚嘆した。
鍼灸・粋拿、理学療法、運動療法、マッサージ、疼
痛疾患の鎮痛治療等わが国より一歩進んでいる診療
システムをすでに導入していることを目の当たりに
見学できたことは素晴らしいことと思えた。中西医
結合医療：西洋医学と中医学（中国伝統医学）とは
まったく別の考え方の医学であるが、双方の特徴を
生かした形で治療が行われる医療即ち、中西医結合
医療がすでに実施されている。攻撃力の強い西洋医
学の利点を活かし欠点を補うために中国医学を併用
することで様々な可能性が広がるのである。中医は
すべて医師が中医学ならびに西洋医学を勉強し、ど
ちらの治療もできること、しかし、それ以外の治療
法については専門家がいること、医師の中でも更に
専門的な治療法はアメリカ等で学んだ技術を持って
いる医師がいることなどが即座にその治療体制に移
行したことが考えられる。わが国においては、医師
は東洋医学（漢方医学）を行なう者が多いが、鍼灸
を行う者は少ないこと、鍼灸医学を行う者（鍼灸師）
は、西洋医学を行うことが出来ないこと、西洋医学
を行なう医師は、資格的には全ての医療に対してオ
ールマイテイーであるが、技術的に慣れていない医
師が多いことなどが統合医療を遅らせている原因で
はなかろうかと思われる。西洋医学と東洋医学の考
え方の違いは、「病気を治す」という目的が同じとは
いえ、西洋医学と東洋医学では、考え方の違いがあ
り、その結果、得意分野も違ってくる。例えば、い
くつかの病気を同時に持っている患者がいるとすれ
ば、西洋医学の場合は個々の病気ごとに専門医師が
違い、薬も別々に投与されるケースがほとんどであ
る。たくさんの病気を抱えた人が、病院のはしごを
するというのはよく聞く話であり、また、膨大な量
の薬を服用しなくてはならない。 
 しかし東洋医学では、同時にいくつかの病気にな
るのは体のホメオスタシス（自己回復力）の機能が
衰えたこと考え、病気ひとつひとつを考えるより、
体全体で考えるわけであるから、一種類の処方で対
応することも可能である。つまり、西洋医学では病
気の原因は「悪」であり、取り除くべきものですが、
東洋医学では、生体内の「陰」と「陽」のバランス
の乱れた結果と考えるので、バランスの乱れを正せ
ば病気が治ると考えられる。また、西洋医学では、
精神と肉体は相互に影響を与えるものの、別のもの
と考えられているが、東洋医学では、精神と肉体は
お互いに影響を与え、総合的に考える。このように
考え方やアプローチの仕方が違い、東洋医学は西洋
医学的立場からは冷遇されていた時代もあったが、
最近では西洋医学の中に東洋医学的な考え方を取り
入れる医師も増えつつある。東洋医学だけでなく、
世界各地の伝統医療（インド医学のアーユルヴェー
ダなど）や民間療法（アロマテラピーやホメオパシ
ーなど）、サプリメントなどの幅広い「代替医療」は、
アメリカをはじめとした欧米各国でも研究が進めら
れている。21 世紀は、西洋医学と東洋医学を融合さ
せ、それぞれの利点を生かしていくホリスティック
医療（ギリシャ語で「全体」を意味するホロスから
来た語）の時代だといえるのではなかろうか。 
 
＜結語＞ 
 以上のように、西洋医学および東洋医学とも「病
- 32 -
気を治す」という目的には両者に違いは無いが、そ
の考え方には違いがある。例えば、複数の病気を持
っている患者が居れば、個々の病気に対して病院が
異なるので病院のはしごをしなければならず、処方
される薬物を一度に沢山服用しなければならない。   
東洋医学では同時にいくつかの病気になるのは体
のホメオスターシス（自然治癒力）の機能が衰えた
と考え、ホリステイック（体全体）で考え、一種類
の処方で対応することも可能である。西洋医学では
病気の原因は「悪」であり、取り除くべきであると
考えるが、東洋医学では生体内の「陰」と「陽」の
バランスの乱れた結果起こると考え、このバランス
を正せば病気が治ると考える治療法ある。このよう
に西洋医学では精神と肉体は相互に影響を与えるも
のの、別々な物として考えているが、東洋医学の生
理学的な研究も進んでおり 77）、精神と肉体とはお
互いに影響を与えると総合的に考えている。 
以上のように東洋医学と西洋医学を癒合させ、そ
れぞれの利点を生かしてゆくホリステイック医療を
行なうことによって、自然治癒力を高めてゆこうと
する 21 世紀の治療といえるものである。この統合医
療(Ｉntegrative  Medicine)78）、79）を中国陝西
省西安交通大学医学院リハビリセンターで行ってい
るように「頚椎ならびに腰椎椎間板ヘルニアのラジ
オ周波数熱凝固へのアプローチ」80）や「頚椎椎間
板ヘルニアについての局所針治療における治療効果
の観察」81）に見られるように、わが国で行なうに
は、各治療分野のエキスパートを集め、できれば地
域ごとに「統合医療センター」を設立し、それぞれ
のエキスパートが集まって治療方針を立て各種患者
個体の治療者の受け持ち分担を決め、チーム統合医
療を行なうことが重要である。 
日本においてこの「統合医療」を行なうには、
NIH(国立衛生研究所)の国立相補・代替医療センター
（NCCAM）やハーバード大学医学部でも CAM と統合医
療の研究所が設立されているように、早急にチーム
統合医療を行なうことが望まれる。統合医療を行な
うためには、つぎのようなコンセプトで行なうこと
が重要である。1）ホリステイック（全体的）に健康
観をとらえること、2）自然治癒力を癒しの原点にお
くこと、3）患者が自ら癒し、治療者は援助する、4）
様々な治療法を選択・統合し、最も適切な治療をお
こなうこと、5）生と死のプロセスの中、自己実現を
目指す患者本位の考え方をすることなどが大切なこ
とであり、医療費高騰の折、早急に実践すべきであ
る。 
 なお、このような補完・代替医療は、今後、動物
実験等により基礎的な研究の弛まない研究により、
この補完・代替医療の基礎データの積み重ねにより、
よりよい臨床効果が期待できる。そしてまたこの療
法の効果を高めることになりうると思われるので、
この療法に携わる者の弛まない努力が、基礎医学研
究者並びに臨床家に必要であると思われる。 
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